
樹木伐採・河道掘削実施箇所位置図

注）点の位置は概ねの位置であり、延長は考慮していない。

• 鳥取県では国の「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」「防災・減災、国土強靱化のための
５か年加速化対策」等の予算を活用し、洪水による氾濫被害の防止・軽減のため、樹木伐採、河道掘削を
重点的に実施中

• 平成３０年度から従前の予算規模に対し６～１２倍程度の集中投資を行い、流下能力を高めることで治水
安全度の向上を図っています！
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要対策箇所については、５か年加速化対策の事業期間（R7迄）
に全ての対策を完了することを目標に、順次工事を実施中。
なお、事業実施箇所については適宜点検のうえ、見直しを行っ
ている。

氾濫被害軽減のための河道掘削等の重点的な実施
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予算の推移（樹木伐採＋河道掘削）
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６～１２倍の
予算を充当

樹木伐採・河道掘削の効果の事例（三徳川：三朝町）

三朝町横手地内

東郷池

三朝町役場
←三徳川

倉吉市役所

位置図

▽今回の水位
▽掘削未実施の場合の水位

（施工前）
（施工後）

【河川監視カメラ画像】

約14㎝の水位低下！

7/8 17時

・三徳川では、３か年緊急対策（H30予算）により河道掘削を実施
・令和３年７月の洪水では、水位を約14cm低下させ、地域の安全を確保

令和３年７月８日、氾濫に迫る洪水が発生したが、事
前に行われた河道掘削の効果により、河川水位の上昇
を抑えることができたと考えられる。

R3.7月豪雨において
効果が発現

護岸天端まで
約40cm

26cm

平常時

堆積土による断面阻害
2,000m3掘削

9.4m2流下断面拡大

H30予算（緊急対策）
で河道掘削を実施
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